
神戸のサッカー

フリーキック 神戸市選抜U-12「中国・上海」キャンプ

ろっかーるーむ
今年４月より神戸市で2施設が新設およびリニューアルしました。
【いぶきの森グラウンド開設】

グラウンドは、天然芝１面・人工芝１面及びクラブハウスが設置さ
れています。人工芝グラウンドにおいて、各種別の公式戦を予定して
います。グラウンドの場所は、ヴィッセル神戸のＨＰをご覧ください。

http://www.vissel-kobe.co.jp/ibuki/index.html

【垂水スポーツガーデンがリニューアルオープン】
新しいグラウンドは旧の会場より約５００ｍ西へ移動し、山陽電鉄

東垂水駅の南側です。会場は、サッカーコートはもちろんフットサル
コート２面も備えています。詳細はＨPにてご確認下さい。

http://www.tarumi-sports-garden.com/
【施設委員会　神藤】

2001年に神戸市サッカー協会広報紙「神戸のサッカー」がホームペ
ージと同時にスタートして、今回で5年目を迎えます。創刊から、フル
カラー6面のスタイルで4年間発行して参りましたが、広告の減少等で予
算を縮小せざるをえなくなり、勝手ながら本号からモノクロ４面のスタ
イルにリニューアルさせていただきました。

内容に関しては、試合結果等の速報ものはホームページをご覧いただ
き、広報紙では各種のトピックス、動きをみなさんにお届けしたいと思
っております。

昨年ヴィッセル神戸の監督をされた加藤寛さんが、私が中学・高校時
代（25年ほど前）「神戸のサッカー」（その後休刊）を発行されていま
した。当時御影工業高校の永島昭浩さん（元ヴィッセル神戸）、御影高
校の和田昌裕さん（元ヴィッセル神戸選手・現育成部長）の事は、この
広報紙で知りました。

神戸出身の選手がヴィッセル神戸や日本代表で活躍するまでの過程や
神戸がサッカー王国復権に向けてどの様な活動をしているかをみなさん
に伝える事が、神戸のサッカーの盛り上げにつながると信じて頑張って
いきたいと思います。

【広報委員長　松下治正】

皆さんもご存じの通り、2006年には兵庫国体が開催されます。
国民体育大会のサッカー競技は、世界に通用する人材を育成す
る、高校1年生の年代に公式戦を経験させるという意図からカテ
ゴリーが変更になり、Uー16の大会となりました。
兵庫県で行われる大会ですので、優勝を目指して本年度から強化
練習がスタートします。神戸市のトレセン活動では、一人でも多
くの選手を県代表に送り込もうと計画的に強化が図られていま
す。３月の上海キャンプもその一つ。（４面に掲載）神戸市から
県を代表して活躍できる優秀な選手育成が目標です。
U-20日本代表はここ数年、ワールドユース選手権にアジア代表
として出場する力をつけては来ているものの上位進出は99年準
優勝以外果たせていない。これはその弟分に当たるワールドユ
ースU-17選手権にて予選敗退を続け、世界を経験していないこ
とに要因がある・・・というのがJFAの分析です。しかし日本

の学校制度・期分けが世界標準とずれていること、高校1年生
になってすぐの6月にアジア予選が行われる(U-17選手権アジ
ア予選は本大会1年前、つまり16歳時の6月・日本で言えば受験が
終わってすぐの6月である)ことがハンディといわれています。
これを克服し打ち勝っていかない限り日本のU-16世代はレベ
ルアップしていくことは無く、ひいては日本代表の強化には繋
がっていきません。日本サッカーをよりレベルアップさせサッカ
ーが発信する心豊かなスポーツ文化の発展を成し遂げるには、
この国体の年齢制限(16歳以下)規定を設けることなくしてあり
えないとさえ思われます。この規定により全国各地が強化に取
り組むことになり、同時に過密日程になっている高校3年生年
代の環境整備も出来るというわけです。

（文責：技術委員長　昌子 力）

トレーニングセンターを省略してトレセンといいます。それぞ
れの地域毎に大きな可能性をもっている選手を集め、研修を受
けたコーチが指導します。神戸市―兵庫県―関西―日本とつな
がり、それぞれの年代の代表選手を選考する場でもあります。

コーチは毎月の第2金曜日、午後7時から「磯上球技場」に集ま
り、テーマに従って研修を行っています。

（３種）

【　トレセン活動って何？　】

広報紙のリニューアルについて
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神戸市サッカー協会は、2000年度より2006年兵庫県国民体育大
会に向けた長期的な選手育成強化の展望に立って、U-12（小6卒業時）
選抜の海外キャンプを行うことになった。2000年度は韓国ソウル市、
2001年度は中国上海市を訪問。2002年度は中国上海市へ派遣の予
定であったが、イラク戦争とサーズの影響で中止。2003年度は中国
上海市、2004年度も、2005年３月に予定通り上海市を訪問した。
（3月26日～30日の4泊5日）

参加したのは、市内の小6（1992年4月1日以降生）の優秀選手28
名（水黒 知也、松尾 優作、原田 亮、大社 勇太、川畑 将人、久保田 
輝、平野 賢一郎、小原 周平、坂田 昴史、和田 憲悟、三輪 優平、山
口 啓太、和田 篤紀、山下 翔平、川田原 璃旺、岡田 千裕、本玉 林平、
森安 祐介、牧野 虎太郎、藤本 昂洋、妻鹿 倫征、橋川 将吾、谷 良輔、
古株 弘樹、古川 陽平、昌子 源、北村 拓也、明神 豊）と役員10名の
38名を派遣した。

試合は、A・Bチームに分かれて、27、28日に各2試合ずつ（計4試

合）行った。結果は、Aチームが3勝1敗、Bチームが2勝1分1敗。
神戸の少年サッカーリーグで8人制サッカーを導入した理由に、“フ

ォローアップ能力を高めるため”という狙いが有ったにも関わらず、昨
年の上海キャンプ、神戸カップでのボカ・ジュニアーズ（アルゼンチン）
戦で神戸の子供たちは、数的有利を作り出すポジション取りの遅さとい
う弱点をさらけ出した。しかし、それから約半年の今回、少しずつでは
あるが逞しく、戦術的理解も深くなり、プレーの意図を感じさせてくれ
る内容の良い試合を見せてくれるようになった。

今年のチームは、サッカーのレベルでは歴代の神戸市選抜のトップク
ラスに位置すると言えるが、オフ・ザ・ピッチでの行動（社会生活のマ
ナー）に関しては、物足りなく感じた。神戸市サッカー協会の少年選抜
活動は、サッカーの指導だけでなく、大人になるために必要な、また、
将来の市内のリーダーとなる人材を育成するために必要な内容を、もう
一度考え直していきたい。
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企画・制作：神戸市サッカー協会広報委員会
発行責任者：榎原　徹夫
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兵庫国体より対象年齢改革！

5月21日(土)、神戸市立港島中学校で神戸市トレセンU―15と兵庫県トレセンU―15の練習試
合がありました。この日は修学旅行の影響で、ディフェンダーの多くが欠席していましたが、
気合の入ったゲーム（20分×3）が行われ、県トレセンが2対0で勝利しました。

神戸市サッカー協会広報紙 2005年6月1日発行　第18号
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神戸のサッカー神戸のサッカー

キックオフ！

マーク

2005年度少年サッカーリーグ開会式 ＆ 神戸市少女TASAKIクリニック開催
尼崎JR脱線事故の惨状はまだ鮮明に目に焼きついていますが、そ

の際に民間の救急活動が大きな役割を果たしました。しかしながら乗
客の多く（周辺にいた人も含めて）が、救急法や心肺蘇生法を心得て
いれば、もっと多くの人の命が助かった気がします。それにしても同
乗していたJRの職員が救急活動をせず、さっさと現場から立ち去ると
は…！JR職員の教育がどうなっているのか、人命に対する責任感と危
機感が希薄すぎます。

サッカーの指導者は、サッカーを教えている間、生徒の命を一時預
かっていると考えてください。サッカーでは多くの場合打撲や捻挫等
比較的軽い外傷で済みますが、時に、意識消失や心停止といった重大
な局面に遭遇する事もあります。実際、日本全国では、毎年100人以
上の方がスポーツ活動中に突然死を起こしています。JR脱線事故の
場合もそうですが、人の命はいつどうなるか分からないものです。

意識がない、呼吸も脈も止まっている人を目の前にして、救急車が

来るまでの間に現場にいる人が出来ることは、一次救命救急処置（心肺
蘇生）法です。一生に一度かあるかないか分かりません。しかもたった
数分間のことでしょう。でも、これにより生死を分ける事があります。機
会があれば必ず実地訓練を行ってください。いざというとき、本で知っ
ているだけではうろたえて正しい心肺蘇生は出来ないものです。米国で
はすべての教職員に救急法と心肺蘇生法の資格取得が義務付けられてい
ます。さらに、主婦や学生といった一般人も取得している方が多いと聞
きます。

交通事故は日常茶飯事、最近は卑劣な暴力・殺人も増加、天災も必ず
いつかはやってきます。人の命の危機管理を指導者はもちろん、一般社
会人から主婦の方まで見直す時代に来ているようです。

医事委員長　生田進一

４種 はーふたいむ 人命の危機管理 ～JR脱線事故より 医事

女子

イエローカード
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「なでしこ満開！」2005年開幕！

今年も4月から神戸市社会人リーグが開幕し、140を超える数のチ
ームが熱戦を繰り広げています。すでに6月に入り、消化試合数も
170試合を超え、年間スケジュールの4分の1が終了しています。しか
し、平穏無事にゲームが行われている裏で、近頃残念な事件が続発し
ています。

神戸市社会人リーグは、企業のグランドや学校のグランド、市の保
有する公的な施設を利用させて頂くことで成り立っています。各グラ
ンドにはそれぞれ独自のルールが存在し、当然そのルールを守るのが
義務です。

ところが最近、そのルールを逸脱した行為が散見され、企業や学校

にご迷惑をお掛けする事態が発生しています。ゴミの持ち帰りや、施設
周辺での禁煙をお願いしているにもかかわらず、それらのルールを無視
した自分勝手な行動をとる方が非常に増えています。この行為はグラン
ドを貸してくださっている方へ迷惑を掛けるだけでなく、キチンとルー
ルを守っているチームまでもが被害を被ってしまう事になります。

甚だお恥ずかしい話ではありますが、あえてこの場所をお借りしてお
願いさせて頂きます。神戸市社会人リーグでサッカーを楽しんでおられ
る方々！サッカーを愛する1人のサッカープレイヤーであるならば、社
会人としての最低限のマナーとモラル、約束事を守って、サッカーを楽
しみしましょう！

プレイヤーとしてのマナーについて

神戸を想う　～「プロサッカーチーム誕生～大震災の荒波を乗り越え～夢感動のＪリーグ昇格」そして今～夢再び！

システム変更 ２種

ぴっちさいど 技術

今年度から兵庫県ユースサッカーU-17トップリーグが始まり、神
戸市から滝川第二、神戸弘陵、神戸国際附、長田、神戸科技、神戸朝
鮮の６チームが参加します。

それに伴って神戸市リーグも再編し、県リーグのBチーム、同一校
から複数チーム、U-15神戸市トレセンの参加が認められました。

県リーグのBチームは神戸弘陵、神戸国際附、神戸科技で、同一校
から複数チームを出すのは神戸、神戸高塚の２校です。

今後はもっとチーム数が増えることが予想され、「補欠ゼロ」に少
しでも近づけるのではないかと思います。来年度の県リーグ昇格権も
かかっている秋季リーグ、盛り上がること間違いなし!

平成17年度神戸市高校サッカー秋季リーグ

2005年度、技術委員会は4つのテーマをメインに活動していきます。
1. テクニカルレポートの作成

現在選手の現状と問題点を抽出し、映像でまとめ解説します。今後
のトレーニングの目標・方向性を検証し、ベクトル合わせができる
ようテクニカルレポートを作成します。

2. リフレッシュ研修の充実
『常勝神戸・サッカー王国神戸』を最大の目標として指導者講習
・リフレッシュ研修を継続していきます。

3. トレセンスタッフ・コーチングスクールの継続
一貫指導・コーチングにおける共通理解について質が向上するよ
う、2年前まで行なっていたトレセンスタッフ対象のコーチングス
クールを再開します。

4. 女子サッカーの充実・強化
全国をみてもLリーグ2チーム、高校女子サッカー界の強豪チーム、
中学年代のクラブチーム・18歳以上のアマチュアチームを保有し

ている地域はありません。全国的にみても希少な特性を持っている
神戸の女子サッカー界。これを活性化しない手はありません。少女
リーグを少年リーグに併設していくことも視野に入れ、活性化と強
化も目指します。

（スタッフの）指導の質の向上が（選手の）技術の質の向上につながるこ
とを願い、トレセンスタッフは活動していきます。

　毎月第2金曜日（19時～21時）に、磯上グラウンドで指導者が集まり
指導実践の練習会を行っています。 4・6・7・10・12月にトレセンスタッ
フ対象講習［一般指導者の参加可］を、5・9・11・1・2・3月に一般指導
者対象講習会を行っています。神戸市FAトレセンスタッフは全員義務参
加です。参加希望者・練習見学希望者は当日磯上グラウンドまでお越し
ください。

『常勝神戸・サッカー王国神戸』を目指して・・・

ほいっする 審判
・

規律

昨年のアテネ五輪で注目を集めた“なでしこJAPAN”。そして神戸
にはL１にTASAKIペルーレFC、L2にINACレオネッサの2チームが
あります。ますます盛んになる女子サッカーですが、それらの試合で
女子レフェリーが活躍しているのをご存知でしたか？

今、審判育成の場では“女子の試合は女子審判で”を合言葉に女子
審判員の審判員数の拡大、審判技術の向上を課題に掲げ取り組みが進
んでいます。

先月、明石で兵庫県サッカー協会と関西サッカー協会が合同で女子
審判員研修会を開催し、神戸からも数名の方が参加されました。女子
1級審判員の樽本さん（兵庫県）や長谷川さん（京都府）の体験談に
熱心に聞き入る姿勢に神戸の女子審判メンバーに力強さと頼もしさを
感じました。

神戸市サッカー協会では，これまでも兵庫県協会＝関西協会と一体
となって女子審判員の強化育成に力を注いできたところですが、今年
9月に開催される岡山国体には、神戸のサッカーHP版でおなじみの的
崎睦子さんと森麻衣子さんの2名の2級審判員が招集されています。

これを足場に来年ののじぎく兵庫国体にむけて大いにステップアップし
てほしいと思います。

審判員に限らず競技者も含め女性には、男性と異なる生活環境に置か
れる現状があります。そうした中にあってもサッカーにより深く関わる
努力をされていることに対して我々もしっかりサポートしていきたいと
思っています。

これからは，単なる強化育成にとどまらず２級や３級審判員として上
級審判員を目指して活動をされている方々や４級審判員になったばかり
の方々も含めた女性審判員のネットワークづくりにも取り組んでいきた
いと思っています。

この記事を読んでやってみたいと思った貴女，周りに女性審判員がい
なくてどのようにしたらよいかわからないとお困りの貴女，まずは神戸
市サッカー協会へお気軽にご相談ください。

Let's enjoy Refereeing together！

女子審判員も頑張っています
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2005年5月16日　ヴィッセル神戸GMに安達貞至氏就任。
1995年。ホームタウンチーム“ヴィッセル神戸”の誕生直後、初

練習予定の1月17日にあの大震災に遭い、さまざまな荒波を乗り越え
てきた。選手の練習場もままならない中、3月には、子ども達に少しで
も夢をーと「ちびっこ交流会」をユニバーサブグラウンドで開催。全選
手とふれあい、サッカーができる喜びを少年少女に与えてくれた。

そして翌年1996年11月にはチーム一丸となって見事Jリーグ昇格
へと夢を実現させたゼネラルマネージャー(GM)。

「私ほどヴィッセル神戸を想っている人間はいないと自負していま
す」のご本人の言葉通り、いつもサポーターを大切にし、どこへいっ
ても「ヴィッセル神戸の応援よろしく！」と細やかなメッセージを送
り続けてきた熱いハートの安達GMに、必ず帰ってきてほしいと願い
続け「復活」を多くのサポーターは待っていた。「やっと、願いが叶
った！」「安達さんようこそ神戸へおかえりなさい！」と、熱烈歓迎
のサポーター。

2002年に神戸でW杯が開催されて早4年、来年はドイツW杯。そ
して兵庫国体開催予定。地元で育ち活躍された選手が育成部でまた活

躍するという、明るく嬉しいことが受け継
がれつつある。

少子化の「危機管理」の問われる昨今だ
からこそ求められることはさまざまで、は
かり知れない。未来の子ども達に夢を贈り
続ける「育成の重要性」「即断即決」「愛着」
の大切さを求められるいまだからこそ待ち
続けられたに違いない。

「夢は願い持ち続ければ必ず叶う」こと
を信じて、多くのサッカー愛好家の努力に
お互いが感謝できる喜びと一丸となれる感
動を夢再び！

あの大震災から10年の今年、9年ぶりに
復活の熱きハートのチャレンジャー安達貞

至GM。Jリーグ昇格から10年の来年には、Jリーグ優勝の胴上げ晴れ舞
台を是非見たい!

「夢復活！安達貞至GM」の熱きヴィッセル神戸に期待が高まる。　
　（文：藤井さち代）

去る4月29日、2005年Lリーグ（通称：なでしこリーグ）１部第4
節、TASAKIペルーレのホーム開幕戦（vs 日テレ・ペレーザ）が神戸
総合運動公園ユニバー記念競技場にて行われた。人気急上昇中のLリ
ーグ戦とあって、少女約200人、保護者約110人が駆けつけて、熱い
声援を送った。試合はベレーザに開始9分で先制されるが、前半終了
間際の44分、大谷 未央のゴールで追いつき、1-1の引き分け。

声援に勝利で応える事はできなかったが、エスコートガールの88名
は、あこがれの選手たちと接することができて大満足の一日だった。保
護者の皆様も、すっかりTASAKIペルーレのサポーターとなったことで
しょう。

また2試合目、宝塚バニーズの
Lリーガーとも手をつなぎ入場で
き、少女選手は目を輝かしていた。

TASAKIペルーレの神戸近隣で
の試合日程は、6/26[対湯郷ベル
／加古川・14時)、7/3[浦和／明
石・11時半]、7/10[対バニーズ
／姫路・13時]、10/23[対バニー
ズ／ユニバー・14時]です。みん
なで応援しよう！
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4月2日(土)神戸ウイングスタジアムに
おいて、2005年度の神戸市サッカーリ
ーグの開会式がおこなわれた。会場には
64団約3200人が参加しプラカードを持
って入場。FCライオス・青柳 輝君が選
手宣誓をおこない、スタンドではヴィッ
セル神戸対FC東京の試合を盛り上げる
ため、少年・少女・保護者が「2005 Ｖ
KOBE」の人文字を作り、ヴィッセル神戸を応援した。

また、各クラブの指導者としてご尽
力いただいている30年・20年・10年の
永年勤続表彰式も行われた。

30年永年勤続表彰者は、岡 俊彦(神
戸FC)、大久保直彦(FC成徳)、日原 素
人(神陵台SC)、藤田 寛二(東舞子SC)、
大塚 靖雄(東舞子SC)、岡部 国雄(つつ
じが丘FS)、山地 和興(垂水SS塩屋)、
宮本 進次(多井畑FC)、橋本 昌治(多井

畑FC)、三好 賢史(鵯越SC)、志賀 守(HFA)[敬称略]の11名。
20年永年勤続表彰者は、杉坂 総一(本庄ガールズ)、澤 工(東舞子

SC)、宮下 真澄(西神SC)、新免 経由(西神SC)、三木 英一(垂水多聞台
SC)、猪多 勉(多井畑FC)、藤井 享(SNSC)、藤井 さち代(SNSC)、柏原 
秀康(SNSC)、岩崎 友輔(木津SC)、大橋 祥一(ひよどり台)[敬称略]の11
名。そして10年永年勤続には40名の方が表彰されました。

昨年に続き、2月26日(土) しあわせの村でTASAKI
ペルーレと交流会を開催した。大谷選手など「なで
しこジャパン」の選手も参加していただいた。少女
380名 (全団員少女)が参加し、喜び・感動の交流会
となった。雪まで降る寒さにも関わらず、協力してく
れたTASAKIの選手達には感謝したい。交流会の終わ
りには、TASAKIから抽選会によるプレゼントもあり、

TASAKIと少女・保護者・指導者の一体感がそこにはあった。このクリ
ニックは少女に夢を与えてくれている。「ありがとう。TASAKIペルーレ
FC」。少年委員会女子部では、神戸市内のリーグ戦は応援したい。

終了後のサイン会は1時間におよんだ。“夢・あこがれ”である。また3
月5日には日中親善「TASAKI vs 天津」の前座試合を2コートで開催。ひ
とつは6年生トレセンチーム。もうひとつは5年生の女子部で選ばれたイ
レブン達。その試合を観戦した4年生以下のイレブン達は「来年は私が
！」と夢を追い続ける子供達。頑張ってほしい。（文：４種 増井）
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